
第 25 回全国ジュニア・ラグビーフットボール大会 

実施要項 

 

1. 目的 

 U15世代の選手の育成を図り、日本全国の中学生ラグビーの普及と発展を促進し、同時に

15歳以下の中学生ラグビーに携わる指導者の質の向上を図ることを目的とする。 

2．名称  全国ジュニア・ラグビーフットボール大会 

3．主催 （公財）日本ラグビーフットボール協会 

4．主管  関東ラグビーフットボール協会、東京都ラグビーフットボール協会  

5．後援 スポーツ庁、江東区、江東区教育委員会、江戸川区、江戸川区教育委員会 

産経新聞社  

6．期日 令和元年 12 月 26日、27日、28日、29日 

〔12月 26日（木）〕＝第 1、第 2、第 3ブロック共通＝ 

代表者会議、開会式、選手交流会 

＜男子の部＞＝第 1ブロック、第 2ブロック＝ 

〔12月 27日（金）〕1回戦 〔12月 28日（土）〕準決勝、順位戦  

〔12月 29日（日）〕決勝戦、3位決定戦、順位戦 

＜女子の部＞＝第 3ブロック＝ 

〔12月 27日（金）〕1回戦  

〔12月 28日（土）〕決勝戦、第 3位決定戦 

7．会場 「江東区夢の島競技場」「江戸川区陸上競技場」 

「辰巳の森海浜公園ラグビー場練習場」 

※ 代表者会議、開会式、選手交流会は、「江東区深川スポーツセンター」 

8．大会組織   

(1)本大会ファイナルステージの開催に際しては、主催協会が定める大会組織・業務分掌

規定に従う。 

(2)大会実行委員会、大会運営委員会を組織し、委員長、副委員長、委員、統括、副統括、

各部門委員を任命する。 

(3)これらの組織をもって、円滑な大会ファイナルステージの運営を図ることとする。 

9．ブロック制と参加チーム数 

（1）第 1ブロック、第 2ブロックは男子の部各 8チーム、第 3ブロックは女子の部 4チ

ーム合計 20チームとする。 

（2）出場チームの推薦枠を 3支部ラグビーフットボール協会（以下「支部協会」という）

に下記のように割り当てる。 

【男子の部（第 1ブロック・第 2ブロック）】 

①出場チームの基礎的な推薦枠を関東 7、関西 7、九州 3として、前年度大会の第 2ブ



ロック第 8 位チームが所属する当該支部協会は翌年推薦枠が 1つ減少する。 

②第 1、第 2ブロックへの支部協会のチーム割り当ては主催協会で前年度の成績に応    

じて決定する。 

  関東協会 関西協会 九州協会 

第 1ブロック 3チーム 3チーム 2チーム 

第 2ブロック 4チーム 3チーム 1チーム 

 

【女子の部（第 3ブロック）】 

① 第 3ブロックへの支部協会のチームの割り当ては主催協会で決定するが、今年度大

会については関西協会に 1枠増の 2チームを割り当てる。 

  関東協会 関西協会 九州協会 

第 3ブロック 1チーム 2チーム 1チーム 

 

10．参加チームの要件 

（1）参加チームの要件 

①チームは U15カテゴリー（中学 2年生、中学 3年生）で構成されていること。 

②各都道府県等において管下の中学生カテゴリーの主登録チームから推薦され、選

抜された選手で構成している代表チームとする。 

③登録選手が少数の都道県協会については、支部協会による事前承認を得て、特例

として複数の都道府県を合同して代表チームを編成することができる。 

④1st.ステージ(含む選考試合)以前の 2019年 6月末日までに JRFU が実施する「ベ

ースキャンプ活動」に当該都道府県協会から申請、登録が完了していることを出

場要件とする。 

（2）チームの構成人数（含む登録候補選手） 

1チームは、登録役員 2名、登録候補選手（スコッド）15名以上 30名以内で構成す

る。 

＜フロントロー選手＞ 

フロントローの選手、又はフロントローの訓練を受け、且つ、フロントローとして

しっかりとしたスクラムを組むことができる選手を登録選手（ベンチ入り可能な選

手）の内、最低 5名以上、揃えていなければならない。 

 （3）各試合の選手登録（ベンチ入り可能な選手）は、登録候補選手の中から、22名以内、

15名以上を選出し、試合ごとの決められた時間までにメンバー表を本部に提出する。

試合グラウンド、及びベンチに入ることができるのは、登録選手 22名以内及び、引

率役員 5名以内とする。 

（4）セーフティーアシスタント 

チームはセーフティーアシスタント 1名を事前に大会本部に登録する。この場合、



セーフティーアシスタント認定証を携行し、試合前にマッチドクターに提示し、試

合中はドクター席横で控えてマッチドクターと連携して適宜、活動する。 

（5）登録役員のコーチ資格の要件 

チームの役員 2名のうち 1名は、JRFU公認資格の Cコーチ（旧スタートコーチ以上）

を有していること。ただし、2020年に開催の第 26回大会以降は、役員 2名の 

うち１名以上は、B級コーチ（旧育成コーチ）以上の資格を有するものとする。 

（6）傷害保険等への加入 

    出場チームは(公財)スポーツ安全協会のスポーツ安全保険や本大会期間を対象とす

る同保険と同等以上の保険に加入しなければならない。 

11．選手参加資格 

(1)(公財)日本ラグビーフットボール協会に個人登録されている者であること。 

(2）主たる活動チームから参加している者とし、副チームから参加することはできな

い。 

(3)選手の学年及び年齢 

選手は、U15 カテゴリー（中学 2年生、3年生）の該当者であり、且つ、平成 16

年（2004年）04月 02日～平成 18年（2006年）04月 01日に生まれた者とする。過

年度生徒については、中学生に留まっている理由が病気などによって出席日数の不

足等やその他明らかに正当な理由がある場合には、特別措置として 1年間に限定し

て選手登録することができるが、試合への出場は同一時間に 1名の出場に限る。こ

の場合、当該選手の所属する中学校長の承諾を要する。但し、下記（4）に該当する

者については本特別措置の適用はない。 

(4)外国籍選手は、選手登録することができるが、試合への出場は同一時間に 1名以内

の出場に限る。 

(5)参加選手の資格は、保護者が大会要項による参加を承諾した者であること。 

12．参加申し込み方法 

（1）支部協会から推薦され本大会へ出場するチームは、必要な書類を 12月 3日（火）

迄に、大会事務局に提出（必着）しなければならない。 

（2）参加申込書提出後の登録候補選手の変更は、所定の「登録候補選手変更申請書」

に必要な保護者承諾書・スポーツ安全保険等加入名簿（写）を、 12月 26日（木）

までに主催協会事務局・大会事務局に提出し、承認を受けること。 

13．競技規則及び競技方法 

(1) （公財）日本ラグビーフットボール協会制定の「平成 30年度 U-15ジュニアラグ

ビー競技規則」による。同時に「U-15ジュニアラグビー競技ガイド」を準拠する。 

(2）試合時間  

全ブロック 12人制で実施し、試合時間は 20分ハーフ（及びロスタイム）とする。 

(3)大会形式 



第 1・第 2ブロックは 8チーム、第 3ブロックは 4チームでトーナメント戦を行う。 

(4)試合の組み合わせ 

試合の組み合わせは、主催協会で決定する。 

(5)引き分け・次回戦への出場権 

試合時間内で勝敗が決まらない場合は引分けとする。次回戦への出場については

以下のような手順で出場権を決定する。  

①トライ数が多いチームが次回戦に出場する。 

②トライ数が同じ場合は、トライ後のゴール数の多いチームが次回戦に出場す 

る。 

③トライ数・ゴール数が同じ場合は、抽選によって次の試合への出場を決定する。 

(6)第 1ブロック・第 3ブロックの決勝戦での同点引分け 

両チーム優勝とし、両ブロック 3/4位決定戦での同点引き分けの場合は両チーム 3

位とする。 

(7)第 2ブロック決勝戦、7/8位決定戦での同点引分け 

上記（5）①～③の手順を適用し最終順位を決定する。 

(8)出場停止（レッドカード） 

レッドカードを受けた選手は、原則としてその後の本大会の試合には出場できな

い。但し、最終決定は大会規律委員会の決定に委ねる。 

(9)大会の中止・中断 

大会の中止、中断、短縮については、別途、主催協会で定める。 

14．費 用  

(1)参加チームの所属する三支部協会を経由して交通費の補助を予算の範囲内で行う。 

(2)試合中に発生した負傷等の医療費（健康保険扱）、その他の経費は当該チームの負

担とする。 

(3) 役員（セーフティアシスタント、トレーナー含む）及び登録候補選手 1名 1,000

円の参加費を徴収する。 

15．表 彰 

(1) 第 1、第 2ブロックは優勝・準優勝・3位チームを、 第 3ブロックは優勝、2位チ

ームを表彰する。 

(2) 技術委員会と連携し、優秀選手を選出し表彰する。 

16．健康管理  

(1) 大会参加にあたっては、事前に健康診断を受診すること。また選手の健康管理に

は十分注意すること。選手は健康保険証を持参すること。 

(2) 大会参加チームは、健康管理確認書を各試合日会場到着時に大会本部に提出する

こと。 

17. 特別行事 



各チーム共、12 月 26日(木)の開会式後、選手交流会を実施する。  

18. 注意 

写真等の撮影は、所属都道府県協会として正式に事前申請書を提出することで、1チー

ム 2 人に限定(但し、写真撮影 1名、動画撮影 1名)して認める。報道機関と同様に競

技区域への立ち入りの禁止、及び運営を阻害する行為は厳禁とする。  

 

 

【主催協会/大会事務局】 

（公財）日本ラグビーフットボール協会 

 〒107－0061  東京都港区北青山 2-8-35 秩父宮ラグビー場クラブハウス 

 TEL03-3401-3289  FAX 03-5775-5034 

 

【大会事務局】 

 ≪12月 27日（金）以降≫     

 (公財)日本ラグビーフットボール協会 江東区夢の島競技場会議室 


